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モンゴル族におけるオボー祭示巳及びその形成   
一赤峰市西バーリン旗のボンホン・オボー祭祀の事例を中心として－  
エリドンゴクー  
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lユた －リ祭祀、チンギス・カーンのスウルデ（旗）祭祀に起源し、継承してきたものであり［マンダホ  
※著者：中国・内蒙古師範大学蒙古学学院教授・文学博士  
※訳者：神奈川大学大学院歴史民俗資料学研究科博士後期課程  
－75｝   
他1997：39即、オポー祭祀はエヘ・ガジャル（大地）、すなわちオドゲン・エへ（巫女）を祭り、  
エヘ・ガジャルのエジド・サヒゴルクサン（神霊）を喜ばせるシャーマニズムの内容の一つであ  




であったというのは、Fモンゴル民俗探求j に「清朝の時にモンゴル人が遊牧する際、境界線と  
なる山や河川に石を積みたて、標識を作り、これがオポーと呼ばれていた」という記述により、  
オボーは標識の役割を果たすと論じている。これはオボーの歴史的変遷を実証していない側面  
が見られる。   
聞取りによると、バーリン・モンゴルのオボー祭祀については、次のような伝脱があり、この  
伝説からはパーリン・モンゴルという氏族の形成及び、始祖の出来事とオポーについての関連性  
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Ⅲ オポーの種類及びその意味合い   
モンゴル族におけるオポー祭祀は統括して言わず、地域や部族によると、名づけ、特徴、意  
味合い、祭り日などが異なる。次には、バーリン地域のオポーの事例を取り上げ、名づけ、特  
徴、意味合いについて具体的に記述する。〕   





















けたオポーもある。   
これらのオボーの名づけ、意味合い、形態に微妙な遠いが見られるが、真申に木を立て、回  
りに石を積み重ね、頂にボルガス（柳条）を押して円錐体で建造れている造営物であるという  
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見られる。   





















る男の三種競技である一駅者）という三つの内容で行われる。   



















終わらせる。   
その供物の中で、シュースの数は九、あるいは二五という数で決まっており、古くからの伝  
統であり、これが「オーラク・ホルガを捧げる儀礼」（オーラク・ホルガは二歳のヒツジを指し、  





果物、ビール、帝安などを売っている人も出てきている。   
相撲と競馬に優勝した三名に馬と羊を授け、参加した選手たちに記念品としてハダク（青色  
と白色の細長い形の絹切りで作られたもの一駅者）と樽茶zhuanchaを授ける。子どもに文部用  






満たすのである。   
オボーには禁忌があり、オポーに登ることや女性のオポーに近づいて祈願することが禁じら  
れる。  
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『十三巻ジャンガル』1958 内蒙古人民出版社  
スルプンガ1987 『巴林民俗探求j 内蒙古人民出版社  
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ン・オポー  
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